
誰
に
思
い
の

紫
染
め
た

五
月
八
尾
のオ

ワ
ラ

桐
の
花

越
中
八
尾
お
わ
ら
歌
碑
《
い
に
し
え
の
文
化
人
と
の
交
流
》

元
図
書
館
八
尾
福
島
分
館
前(

18/

26)

佐
藤

惣
之
助

佐
藤
惣
之
助
（
さ
と
う
そ
う
の
す
け
）

～V
o
l.

１
に
掲
載
～

元
八
尾
総
合
行
政
セ
ン
タ
ー
前(

17/

26)

八
尾
よ
い
と
こ

お
わ
ら
の
本
場

二
百
十
日
をオ

ワ
ラ

出
て
踊
る

渡
辺

紫
洋

渡
辺
紫
洋
（
わ
た
な
べ

し
よ
う
）

紫
洋
は
号
。
本
名
は
常
太
郎(

つ
ね
た
ろ
う)

。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
旧
八
尾
町
役
場
の
助
役
を

務
め
た
。
八
尾
町
諏
訪
町
生
ま
れ
。
一
九
二
○
年
（
大
正
九

年
）
に
「
お
わ
ら
研
究
会
（
現
在
の
富
山
県
民
謡
越
中
八
尾
お

わ
ら
保
存
会
）
」
を
組
織
し
中
心
的
な
活
躍
を
し
た
。
町
長
に

橋
爪
秀
太
郎
、
助
役
の
渡
辺
常
太
郎
、
中
村
安
二
郎
、
吉
友
羽

寿
等
の
人
名
が
残
っ
て
い
る
。

渡
辺
は
、
お
わ
ら
の
作
詞
と
普
及
の
他
、
町
長
ら
と
共
に
「
駅

が
遠
け
れ
ば
町
の
衰
退
を
招
く
」
と
危
機
感
を
抱
き
、
鉄
道
省

へ
何
度
も
足
を
運
び
、
中
心
部
に
近
い
現
在
の
「
福
島
」
へ
の

駅
位
置
変
更
を
認
め
さ
せ
た
（
現
在
のJ

R

高
山
本
線

越
中
八

尾
駅
）
。
こ
の
決
断
が
、
現
在
の
八
尾
の
交
通
の
利
便
性
を
守

る
こ
と
と
な
っ
た
。※

人
物
の
説
明
は
主
に
お
わ
ら
保
存
会
資
料
よ
り
抜
粋



元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前(

19/

26)

井
田
の
川
波雪

解
け
の
早
瀬

流
す
浮
名
も

オ
ワ
ラ

春
だ
よ
り

小
川

千
甕

小
川
千
甕
（
お
が
わ
せ
ん
よ
う
）

～V
o
l.

２
に
掲
載
～

雪
解
け
の
水
が
流
れ
る
井
田
川
は
今
も
八
尾
の
人
の
心
の
景
色
で
あ
る
。

【
補
足
】
井
田
川
は
八
尾
の
人
の
心
の
景
色

八
尾
人
が
残
し
た
書
物
に
は
、
八
尾
の
南
に
奥
深
く

広
が
る
山
々
に
言
及
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
底
流
に
は
、
当
時
の
町
の
経
済
の
成
り
立
ち
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
七
（
昭
和
２
）
年
、
念
願
の
高
山
線
が
開

通
し
て
八
尾
駅
が
開
業
し
、
人
や
物
の
流
通
は
量

も
ス
ピ
ー
ド
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
お
わ
ら
は
、
保
存
会
が
中
心
と
な

り
そ
の
認
知
度
を
高
め
、
八
尾
町
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
使
命
の
一
つ
と
し
て
担
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

飛
騨
や
国
境
の
山
村
か
ら
多
く
の
物
資
が
八
尾
へ

運
ば
れ
、
そ
こ
に
市
が
立
ち
、
人
が
集
ま
っ
て
で

き
た
八
尾
町
。
井
田
川
の
下
流
で
は
富
山
平
野
か

ら
荷
を
運
ぶ
川
船
が
往
来
し
た
。
町
に
豊
か
さ
を

与
え
て
く
れ
る
自
然
に
対
す
る
畏
怖
や
感
謝
、
尊

崇
の
念
が
自
ず
と
生
じ
て
い
た
。

（
一
社
）
富
山
県
民
謡
越
中
八
尾
お
わ
ら
保
存
会

資
料
よ
り
抜
粋



元八尾総合行政センター前

元図書館八尾福島分館前

元NTT前


